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９月１８日（金），印旛教育会館大ホールにて，第６３回印旛郡

市理科作品展が行われました。審査にご協力いただいた先生方，あ

りがとうございました。県展へ工夫作品３６点（小学校２６，中学

校１０），科学論文３０点（小学校１９，中学校１１）が推薦され

ました。またこの日は，北総教育事務所次長 小川泰求先生をお招

きし，講評と今後の作品展に向けたご助言をいただきました。 

翌１９日（土）の一般公開には多くの児童・生徒・保護者の方が

来館されました。論文を一つ一つ手にとって読んでいたり，標本を

興味深く見ていたり，工作の工夫に驚いたりしている姿が数多く見

られました。当日はケーブルテレビの取材もあり，インタビューを

受けている方もいらっしゃいました。今回，各部門で審査委員長を務めた６名の先生方からのコメントを掲

載いたします。次年度以降に向けた貴重なアドバイス等もございますので，是非，ご覧ください。（お寄せ

いただいた原稿をそのまま掲載しておりますが，レイアウトの都合で一部編集しております。ご了承ください。） 

 

 

 

＜小学校・工夫作品の部＞  

四街道市立中央小学校 東 孝明 先生 

 

今年度も，数々の力作が集まりました。手のひらサ

イズの小さな作品から圧倒的な存在感を放つ大きな

作品まで様々です。どの作品からも，「こういうもの

を作りたい！」という思いが伝わってきて，夏休みに

目を輝かせて製作している子どもたちの様子が目に

浮かんできました。審査員一同，慎重に審査をさせて

いただきました。 

低学年では，磁石を使った作品が多く見受けられま

した。また，空気の圧力や，牛乳パックが反り返る力

を動力とした作品もあり，子どもたちの柔軟な発想に

驚かされました。仕組みがシンプルで，動作が安定し

ている作品が高い評価を得ました。 

中学年では，作品のサイズも大きくなってきました。

天体や電流のはたらきなど，学校で学んだことを生か

した作品も見られました。実験で使用したと思われる

実験キットの部品等を再利用している作品もありま

した。複数の動作が連動する仕組みが盛り込まれた作

品が高く評価されました。 

高学年では，さらに高度な仕組みが作品に盛り込ま

れていました。また，製作の動機が，普段の生活や社

会と関連させたものに移行しているのも高学年の特

徴です。例えば，「免震構造をした建物」「災害現場で

活躍するロボット」などを再現した作品です。電気の

働きを巧みに利用したり，コントローラーに電子部品

を組み込んだりと，子どもたちの努力がひしひしと伝

わってくるものばかりでした。 

一つ一つの作品をていねいに審査いたしましたが，

なかには動作が不安定になっている作品もありまし

た。「躯体を強く」，「導線はしっかり接続」，「スイッ

チ部分は特に強化」していただければと思います。こ

の点については，保護者や先生方からの積極的な支援

をお願いいた

します。来年度

も，子どもたち

のユニークな

発想が盛り込

まれた作品が

見られること

を期待してい

ます。 

 

 

＜小学校・科学論文の部＞  

成田市立八生小学校 松井 豊 先生 

  

本年度の科学論文は，各部会の作品展に昨年同様

1,000 点以上の出品がありました。多くの児童が，自

然現象や身近な事象に興味を持ち，夏休み中に研究に

没頭しているのかと思うと，理科の教員として嬉しく

思います。その出品の中から 19 点の金賞と 2 点の郡

金賞を選出しました。 

本年度の金賞の傾向として，魅力的なタイトルのつ

け方を工夫しているという点が挙げられます。「もし
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もあさがおに しちゅうを たてなかったら どう

なるの？」「もののうきしずみ調べ～あまいトマトを

見分けるには？～」「雨上がりのグランドはなぜ固ま

るのか」等，思わずどうなるのだろうと先を読みたく

なってしまいます。そして，その興味に応えるべく適

切な実験により結論を導き出している点に感心させ

られました。 

もう一つの傾向としては，「紫外線」「飛行」等のテ

ーマに様々な学年が挑戦しているという点です。２年

生の「しがいせんのけんきゅう」4 年生の「紫外線」

がその例です。ただ，学年により追求の仕方が違って

いる点が評価されました。特に，２年生のものは，バ

ナナの変色により紫外線を見ていく点が低学年らし

く素晴らしいものでした。 

「魅力的な問

題に出会う」「学

年なりの追求の

仕方を工夫する」

が研究を進めて

いく点で，重要な

キーポイントか

もしれません。 

 

 

＜小学校・標本の部＞  

富里市立根木名小学校 小山 成志 先生 

 

 今年度の標本は，低学年は，昆虫標本。中学年は，

植物標本。高学年は，目的に応じての化石・骨格・昆

虫・植物標本が多く出品されていました。どの作品も

力作が多く感心しました。特に，低学年では，夏休み

を利用してセミやチョウ等の身近な昆虫を家族の協

力を得て整理した標本が目立ちました。また，羽をラ

ミネート加工して，裏面の様子も観察することができ

るよう工夫されたものもありました。中学年では，旅

行先での貝殻標本や高山植物を採集したものがあり，

千葉県と他県との環境の違いや，標本からわかったこ

ともまとめられていて，生きた標本が感じられました。

高学年では，北海道や沖縄県で採集した岩石の標本を，

図鑑やインターネット等で種類を調べ，専門機関（千

葉県立中央博物館）や専門家から話を聞いて調べたも

の等，楽しみながら意欲的に作品を仕上げている姿が

わかる作品もあり，審査をしながら微笑ませていただ

きました。 

 また，今回とても

感心させられたの

は，①標本採集の動

機が付記され，考察

がしっかりとまと

められていたこと。

②継続的に標本を

採取して，きれいに整理されていたこと。③植物標本

では，からだのつくりがはっきりわかるように根から

茎，葉の先まで全体をしっかり採集されていることで

した。標本づくりは根気のいる作業ですが，その中で

科学的な見方や観察の仕方等，分析の力が付きます。

機会があれば，ぜひ取り組んでみてください。 

 

 

＜中学校・工夫作品の部＞  

富里市立富里南中学校 菊池 啓爾 先生 

 

今年度もたくさんの工夫作品が出品されており，こ

の中から金賞をたったの 10 点しか選べないのがとて

も残念なほど，素晴らしい作品が多くありました。今

年度の傾向としては，ハイテク技術に偏らず，日常生

活の中で自分自身の体験を通して，こんなものがあっ

たらもっと便利だろうと発想したものが多く見られ

ました。また，今回の入賞作品には，お年寄りや母親

への思いやりから生まれた作品も数点あり，生徒の日

常の情操豊かな生活が感じられ，とてもうれしく思い

ました。 

作品の例として，「楽々靴

下ばき」は，普段から祖母が

靴下をはくのに苦労してい

るのを間近に見てきたから

こそできた発想であり，そこ

に深い愛情を感じます。また，

「ラクラクまな板」は，母の

苦労を見たり，自分で料理を

するからこそできたと推測

できます。中でも秀逸なのは，

「足元安全 Light」です。ほ

んのちょっとの工夫で，こん

な便利なものができるのか

という見本となるような作

品で，ライトの前に鏡を斜め

に取り付けるだけで，正面と

足元を同時に照らすことが

できます。 

このように，金賞作品は大変完成度の高いものでし

たが，残念ながら選に漏れた作品の中にも，とてもユ

ニークな発想のものも多く，迷いました。ただ，それ

らの作品と金賞の作品との違いを一つ挙げるとする

と，仕上がりの丁寧さ（壊れにくさも含む）ではない

でしょうか。発想はとてもよいのに，丁寧に作られて

いないという残念なものもありましたので，工夫作品

を制作する生徒には，その点をもっと指摘してあげら

れればよいと思います。 

 

 

 



＜中学校・科学論文の部＞  

印西市立本埜中学校 山本 正之 先生 

  

本年度の中学校科学論文は、総出品数５４で、領域

別内訳は、物理領域１７、化学領域１５、生物領域２

０、地学領域２で、ほぼ例年通りの割合でしたが、地

学領域がやや少なかったようです。また、学年別に見

ると、１年生が１９、２年生が３０、３年生が５の出

品となっていました。各領域で見られたのは、物理領

域が「力」「運動」「光」、化学領域が「物質の性質」「酸・

アルカリ・イオン」、生物領域が「動物」「植物」「遺

伝子」「河川調査」、地学領域が「化石」「地層」をそ

れぞれテーマとするものでした。どの作品も論文とし

てていねいにまとめられており、力作揃いだったと思

います。 

また、研究で扱う素材が、物理領域で「紙、ペット

ボトル、毛玉、菓子の箱、ラジオ、牛乳、バナナ」、

化学領域で「重曹、酸性雨、プラスチック類、日焼け

止め、消臭ビーズ、プリン、リンゴ、洗剤、キシリト

ール、肉」、生物領域で「セミ、パイナップル、LED、

カビ、キアゲハ、ミジンコ、かいわれ大根」、地学領

域では「貝化石、地層、土」などであり、私たちの身

近にありすぐに手に入るものがほとんどです。これら

を研究の素材として取り上げ、様々な切り口で研究論

文としてまとめ上げられていました。さらに、授業で

扱う内容を発展させるものとして「DNA」「ロボット」

「放散虫」「表面張力」「酵素」「液状化」などがとり

あげられ、工夫した研究がなされていました。 

なお、５４作品の中から、１１作品が金賞を受賞し、

県展に進むことになりました。この中の３作品が継続

研究で、数年間にわたる研究の成果が見られました。

また、２作品が３年生によるものでした。今後、新た

なテーマの発見、新たな切り口の工夫、継続研究の推

進や、３年生の積極的な出品で、郡理科作品展のレベ

ルが益々高くなるのではないかと考えられます。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜中学校・標本の部＞  

白井市立大山口中学校 片岡 勤 先生 

 

中学校では、ど

うしても標本の

作製はいろいろ

な点で面倒なた

め、出品数が少な

い傾向にありま

す。以前は本当に

少数の生徒が、家

族の指導の下す

ばらしい作品を

作ってくることが多かったように思います。しかし、

最近はかなり完成度の高い標本を多く見かけるよう

になり、また、植物以外の標本も多く見られるように

なりました。今年の作品の中にもコケや変成岩など、

かなり専門的な内容の標本が見られました。 

ただ、全体として気になる点がいくつか見られまし

た。まず標本の基本的なスタイルを守ってもらいたい

ということです。植物などの標本は、『カード』式に

なっていることが必要です。標本は本来必要なものだ

けを出して見比べることが求められます。そのために

もスケッチブックのように、綴じられた状態では使用

できなくなるのです。 

二つ目に昆虫標本です。昆虫標本とするためには内

臓を取り出し防腐処理をするなど、適切に処理をする

ことや、針を刺す位置など、決められた方法で処理を

してもらいたいと思います。 

また種類数ではどうしても小学生にはかないませ

ん。その分採取場所の地図や写真などの説明をしっか

りさせることが必要でしょう。その点でイネ科の植物

の標本を扱った作品はすばらしかったと思います。 

今後標本作品の向上のためには、教師側の指導が必

要であると考えます。どうしても科学論文や工夫工作

を作る生徒が多く、標本の指導がおざなりになりがち

ですが、どこかで一度指導しておけると、標本に取り

組む生徒の努力が生かされるのではないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 



県作品展では，工夫作品で「特別賞２，優秀賞３，

優良賞４，奨励賞２，佳作５」，論文で「特別賞２，

優良賞３，奨励賞２，佳作２」を受賞し，今年も印旛

の理科作品のレベルの高さがうかがえる結果となり

ました。また，昨年度自由研究指導法研修会で講師を

お願いした菊池先生の自作教具が昨年に引き続き優

秀賞を，八街南中の佐久間先生は優良賞を受賞してい

ます。10月 17，18日に一般公開が行われました。 

奨励賞以上は 11 月 6 日に県総合教育センターにて

表彰式が行われます。 

 

＜工夫作品の部＞  
 

千葉市教育長賞 成田市立玉造中学校２年 

「足元安全 Light」 

 

千葉県教育研究会理科教育部会長賞 

        八街市立朝陽小学校５年 

「大漁！玄さんの一本釣り！！」 

 

優秀賞     四街道市立和良比小学校２年 

「あるくおもちゃ」 

     佐倉市立青菅小学校４年 

「海で遊ぼう」 

成田市立下総中学校２年 

「卵の人工ふかにチャレンジ 

NO1保温機，転卵機を作る」 

 

優良賞     印西市立木下小学校２年 

「バナナのたび」 

        四街道市立吉岡小学校４年 

「たおれないふしぎなつえ」 

        酒々井町立大室台小学校５年 

             「NPP SEARCHR」 

四街道市立吉岡小学校５年 

「冷えるんです！！」 

 

奨励賞     印西市立西の原小学校１年 

「コロコロジェット」 

        印西市立原山小学校２年 

「とびはねる魚」 

 

佳作      佐倉市立根郷小学校２年 

「わくわくどうぶつめいろ」 

        富里市立日吉台小学校３年 

「ぼくの夏 コースター」 

栄町立栄中学校 １年 

「自作多機能扇風機」 

白井市立大山口中学校 ２年 

「自立応援爪切り」 

白井市立大山口中学校３年 

「高エネルギー型  

プラズマアーマチャー式 

レールガン」 

＜科学論文の部＞  
 

千葉市教育長賞  

成田市立玉造中学校２年 

「開けやすい切り込みの条件とは」 

 

千葉県教育研究会理科教育部会長奨励賞   

四街道市立旭小学校１年 

「アサガオをたくさん咲かせよう！ 

日当り時間と肥料と水やりの量を 

工夫して成長を比べた実験」 

 

優良賞    成田市立平成小学校 2年 

「かまきりかんさつ日記③，④」 

印西市立木刈小学校４年 

「気圧の研究～空気は空っぽじゃない。 

見えないけれどすごい力が 

つまってる～」 

四街道市立旭小学校５年 

「種の休眠って何だ！”アサガオの種

の冬越しの仕方で発芽率を比べた実験」 

 

奨励賞    富里市立七栄小学校１年 

「もしもあさがおにしちゅうを 

たてなかったらどうなるの？」 

       白井市立大山口中学校３年 

「２０１５年川の生き物調査と   

水質・流量調査」 

 

佳作     印西市立木刈小学校２年 

「しがいせんのけんきゅう 

（しがいせんがバナナにあたえる 

えいきょうについて）」 

       成田市立玉造中学校３年 

「地層の土の粒の違いによる 

土クレヨンの発色の違い」 

       

＜自作教具の部> 
 

優秀賞  富里市立富里南中学校 菊池啓爾先生 

フィールドワーク顕微鏡セット 

「ス・ネ・ケンちゃん」  

 

優良賞  八街市立八街南中学校 佐久間良久先生 

簡易導通テスター 「ひかるくん」 

「ス・ネ・ケンちゃん」   「ひかるくん」 


